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平成２１年６月２３日

国土交通省 関東地方整備局

（事後評価）

国道５０号
岩瀬ＩＣ関連

資 料 １ － ６

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２１年度第１回）
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群馬県

神奈川県
：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で、5年間が経過している事業
④再評価実施後、5年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価
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１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・北関東自動車道桜川筑西ICへのアクセス向上
・茨城県西地域と県内都市部の交流を促進

（2）計画の概要
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標準横断図

いばらきけん さくらがわし なかいずみ

おさかたいばらきけん さくらがわし
区 間 ：自）茨城県桜川市中泉

至）茨城県桜川市長方
計画延長 ：1.0km
幅 員 ：一般部 30.0m

ランプ部 14.5m
道路規格 ：第3種第1級
設計速度 ：80km/h
車線数 ：4車線
事業化 ：平成11年度
事業費 ：約73億円

一般部 ランプ部（土工部）
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２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化
（１）費用対効果分析条件等の比較

新規事業採択時

（Ｈ１１年度）
事後評価 変化及びその原因等

再評価

からの変化

Ｂ／Ｃ ２．４ １．７

・周辺道路のネットワークが未整備のため。

→北関東自動車道全線未開通、国道５０号の未整備

（桜川筑西ＩＣ関連(延伸)、協和バイパス、下館バイパス）

・Ｂ／Ｃマニュアル改訂に伴う原単位の低下

－３０％

事業費 ６０億円 ７３億円
・埋蔵文化財調査及び関係機関との協議による側道、
調整池等の追加整備による増額のため。

＋１３億円

事業
期間

平成１１年度
～平成１８年度

平成１１年度
～平成１９年度

－

－

供用年 平成１９年度
平成１９年度

（平成２０年３月２９日開通）
－

岩瀬ＩＣ関連

利用交通量

１７，６００台/日
（ＩＣアクセス道路）

５，０００台/日
（平成２１年１月実測値）

８，２００台/日
（将来推計値（H42））

・周辺道路のネットワークが未整備のため。

→北関東自動車道全線未開通、国道５０号の未整備

（桜川筑西ＩＣ関連(延伸)、協和バイパス、下館バイパス）

－７２％

（－５３％）
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・現時点では、周辺道路のネットワークが未整備であるため、新規事業採択時の予測交通
量を下回る利用交通量が観測されている。
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２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化
■岩瀬ＩＣ関連の交通量に影響を与えると想定される事業

①国道５０号の整備：桜川筑西ＩＣ関連（延伸）等

⇒岩瀬ＩＣ関連より以西の国道５０号（桜川筑西ＩＣ関連（延伸）等）が整備され、東西方向のアクセス
機能強化

⇒周辺道路から岩瀬ＩＣ関連への転換促進

②北関東自動車道（栃木県～群馬県）の開通

⇒北関東３県を中心とした広域的な交流が活発化

⇒北関東自動車道を利用した交通が発生
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北関東自動車道の開通状況国道５０号の事業計画
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３．事業の効果の発現状況３．事業の効果の発現状況

・岩瀬ＩＣ関連（北関道含む）の供用により、国道５０号の渋滞緩和が図られている。

（１）渋滞緩和

国道５０号の渋滞損失時間の変化
（ 桜川市中泉～桜川市長方 [L=1.0km] ）
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国道５０号の交通状況

国道50号（岩瀬ＩＣ関連供用後）

至 水戸市

至 筑西市
～ 5万人時間/年・km

5～10万人時間/年・km

10～20万人時間/年・km

渋滞損失時間

20～ 万人時間/年・km

桜川筑西ＩＣ

岩瀬ＩＣ関連 L=1.0km

事後評価対象区間

渋滞損失時間：約7.2万人時間/年

【供用前Ｈ20.03】

長
方

鍬
田

桜川筑西ＩＣ

桜
川
筑
西

Ｉ
Ｃ

岩瀬ＩＣ関連 L=1.0km

事後評価対象区間

渋滞損失時間：約6.1万人時間/年

【供用後Ｈ21.01】

長
方

鍬
田

資料：＜供用前＞プローブ調査結果・交通量調査結果 （平成20年3月）
＜供用後＞プローブ調査結果・交通量調査結果 （平成21年1月）

至

筑
西
市

至

水
戸
市

至

水
戸
市

50 50

至

筑
西
市

※北関東自動車道 笠間西IC～真岡IC未開通

至 笠間西ＩＣ

至 真岡ＩＣ

※北関東自動車道 笠間西IC～真岡IC開通

至 笠間西ＩＣ

至 真岡ＩＣ

【供用後Ｈ21.01】

【供用前Ｈ20.03 】

国道50号（岩瀬ＩＣ関連供用前）

桜
川
筑
西

Ｉ
Ｃ

至 水戸市

至 筑西市
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３．事業の効果の発現状況３．事業の効果の発現状況
（２）物流効率化の支援

・岩瀬ＩＣ関連周辺（桜川市）には、５つの工業団地が立地。

・岩瀬ＩＣ関連の供用により、桜川筑西ＩＣへのアクセス性が向上（ピーク時旅行速度上り35.8
→42.3km/h、下り27.6→43.6km/h）し、物流機能の強化・企業活動の活性化に寄与。

・また、茨城県が策定する「県土６０分構想※1」を支援。
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桜川筑西ＩＣへのアクセス性が向上

トラック輸送の際に、今回の国道50号の４車線
化区間をよく利用します。４車線化により、長方
交差点の混雑が緩和され、安定した輸送ができ
るようになりました。 （台山高森工業団地 Ａ社）

安定した輸送が可能に

資料：プローブ調査結果（Ｈ20.03／Ｈ21.01）

国道５０号のピーク時間旅行速度の変化
（ 桜川市中泉～桜川市長方 [L=1.0km] ）

茨城県内の高速交通軸を早期に形成するとともに、
高速交通網に直接アクセスする道路や地域間を緊密
に連絡する国道など幹線道路網の整備を進め、速さ
と定時性に優れた道路の形成をめざして、県内主要
都市が概ね60分で交流可能となるような道路整備を
進める。

※１：県土６０分構想 （茨城県）
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供用前
（平成19年4月）

供用後
（平成20年4月）

（百人）

３．事業の効果の発現状況３．事業の効果の発現状況

・岩瀬ＩＣ関連および北関東自動車道（茨城県～栃木県）の開通後、桜川市の主要観光地
の入込客数が増加。広域交流の促進、地域経済の活性化に貢献。

（３）観光産業の支援
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資料：桜川市商工観光課

雨引山楽法寺の観光入込客数の変化

国道50号の４車線化により、休日でもス
ムーズに走行できるようになりました。県外
観光客が慣れない道でも、広い道路を利用
し、安全に来訪できるというメリットもありま
す。

（雨引山楽法寺）

休日でも走行がスムーズに

①桜川のサクラ ②雨引山楽法寺
（マダラ鬼神祭）

③真壁の町並み
（真壁のひなまつり）

資料：桜川市商工観光課

観光入込客数が増加

（約８百人増）

※マダラ鬼神祭（日本二大鬼祭の一つ ）：毎年４月第二日曜に開催
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４．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性４．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性

●費用対効果の算定基礎となった要因の変化

・現時点では、新規事業採択時の予測交通量を下回る利用交通量が観測されているが、
今後のネットワーク整備により交通量の増加が見込まれる。

●事業効果の発現状況

・岩瀬ＩＣ関連の供用により、現国道５０号における「渋滞緩和」、岩瀬ＩＣ関連周辺地域の
｢物流効率化の支援｣といった効果が発現していることを確認。

・以上のことから、本事業は、渋滞緩和、物流効率化の支援等の効果が発現されており、
さらなる事業評価及び改善措置の必要はないものと考えられる。
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